
第８学年１組 技術・家庭科（技術分野）学習指導案 
 

日 時 令和３年１２月２日（木）５校時 

場 所 島根大学教育学部附属義務教育学校 技術室 

授業者 森下 博之 

 

 

１ 題材名 生活の問題をエネルギー変換の技術で解決しよう（内容Ｃ エネルギー変換の技術） 

 

２ 題材の目標 

エネルギー変換の技術の見方・考え方を働かせ，身近な問題の解決に役立つ製品を開発する実践

的・体験的な活動を通して，生活や社会で利用されているエネルギー変換の技術についての基礎的

な理解を図り，それらに係る技能を身に付け，エネルギー変換の技術と生活や社会，環境との関わ

りについて理解を深めるとともに，生活や社会の中からエネルギー変換の技術と安心・安全に関わ

る問題を見いだして課題を設定し解決する力，安全な社会の構築に向けて適切かつ誠実にエネルギ

ー変換の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。 

 

３ 題材の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

生活や社会で利用されて

いるエネルギー変換の技術

についての科学的な原理・

法則や基礎的な技術の仕組

み，保守点検の必要性及び，

エネルギー変換の技術と生

活や社会，環境との関わり

について理解しているとと

もに，安全・適切な製作，実

装，点検及び調整等ができ

る技能を身に付けている。 

コロナ禍の社会に想定さ

れる問題を見いだして課題

を設定し，解決策を構想し，

実践を評価・改善し，表現す

るなどして課題を解決する

力を身に付けているととも

に，安全な社会の構築を目

指してエネルギー変換の技

術を評価し，適切に選択，管

理・運用，改良，応用する力

を身に付けている。 

安全な社会の構築に向け

て，課題の解決に主体的に

取り組んだり，振り返って

改善したりして，エネルギ

ー変換の技術を工夫し創造

しようとしている。 

 

４ 基盤 

（１）教材観 

本題材は平成29年告示の中学校学習指導要領 内容「Ｃエネルギー変換の技術」に記されている指

導項目をねらいとしている。コロナ禍の社会に想定される問題を見いだして課題を設定し，その解

決策として，エネルギー変換のテクノロジーを活用した製品モデルを構想・設計し，まとめること

を通して，課題を解決する授業を展開する。 

ブロック教材を組み立て，動作させることを通して，体験的活動を行いながら，エネルギー変換

の技術の見方・考え方を働かせ，動力伝達のしかけに関する理解を深めることができる題材である。 

（２）生徒観 

本学級は30名の学級である。明るく活発な生徒が多い。合唱コンクールではクラス皆で一致団結

して目標に向かっていく姿勢がみられ，クラスのまとまりはよい。そのため，授業で積極的に発言

する生徒も多い。昨年度に学習した内容「Ａ材料と加工の技術」の学習では，構想・設計や製作作

業に意欲的に取り組む姿がみられ，ものづくりなどの活動への興味・関心は高い。 

エネルギー変換の技術に関して，自転車等の身の回りの製品でどのように動力が伝達されている

か，その仕組み，しかけがどのようなものなのかについての認識は低く，それらにおける問題解決

の工夫について考える生徒はほとんどいない。 

（３）指導観 

生徒は，コロナ禍の社会に想定される問題を見いだして課題を設定し，その解決策として，エネル

ギー変換のテクノロジーを活用した製品モデルを構想・設計し，まとめ，よりよい社会を構築するこ



とを目的として問題解決的な学習を進める。 

本題材の導入では，電動アシスト自転車の普及に関するエキスパート活動を行い，新製品が社会に

普及する要因について考えることで，エネルギー変換の技術が生活や社会にどのように関わっている

のか理解を深めることができるように授業を進めてきた。 

問題解決的な学習につなげるため，動力伝達のしかけを「模作」しながら，技術の見方・考え方に

気付かせ，基礎的な技術のしくみについて理解を図り，それらに関わる技能を身に付けさせる。 

   本時は，前時にまとめた製作品モデルを基に，新たな課題に対応する製作品モデルを「改作」する

時間である。他者と協力して改良作業に取組み，その成果をお互いに認め合うことができるように，

グループワークを取り入れた授業展開にすることで，他者と協働して粘り強く物事を前に勧める態度

の育成にも努めていきたい。また，目的をもって，条件の下，技術の見方・考え方を働かせながら構

成の変更及び課題の見直しを行う経験を，後に展開予定の問題解決的な学習で行う「創作」につなげ

ていくことを考えている。 

 

５ 展開と評価計画（全１５時間 本時８／１５） 

時間 

指導 

事項 

学習活動・学習内容 

○：評価規準と◇：評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

1 

2 

 

C(1) 

アイ 

・電動アシスト自転車を例に，

技術を活用した新製品が社

会で普及する要因について

考える。 

①エネルギー変換の

技術が安心，安全

な社会の構築に果

たす役割や影響を

踏まえ，エネルギ

ー変換の技術の概

念を説明できる。 

◇ワークシート 

 ⑤進んでエネルギ

ー変換の技術と

関わり，主体的に

理解し，技能を身

に付けようとし

ている。 

◇振り返りカー

ド 

 

 3 

 

C(1) 

アイ 

・手回しライトの製品モデル

を調べる活動を通して，動

力伝達の特徴やエネルギー

変換の技術の工夫を見つけ

る。 

②エネルギー変換に

ついての科学的な

原理・法則，技術の

仕組みとそれを支

える製品規格等の

役割について理解

し，説明できる。 

◇ワークシート 

◇ペーパーテスト 

 

③エネルギー変換

の技術が最適化

されてきたこと

に気づく力を身

に付けている。 

◇ワークシート 4 

5 

6 

 

C(1) 

アイ 

・いろいろな製品に使われて

いる，動力伝達のしかけを

ブロック型教材で再現する

ことを通して，電気や運動

の仕組み，運動の特性など

について理解する。 

7 

8 

本時 

 

C(1) 

アイ 

・基本的な糸巻きマシンのモ

デルの技術の仕組みを「模

作」する。 

 

・速さや力強さを求めた糸巻

きマシンのモデルに「改作」

する。 

④安全，適切に製作，

実装することがで

き，製作品の動作

点検及び，調整等

ができる技能を身

に付けている。 

◇糸巻きマシンのモ

デル 

○エネルギーを有効

活用するために

は，保守点検が必

要であることを理

解し，説明できる。 

◇ワークシート 

 



9 

 

C(1) 

アイ 

・いろいろな製品に使われて

いる，運動を変化させるしか

け（リンク機構，カム機構等）

をブロック型教材で再現す

ることを通して，運動の仕組

み，運動の特性などについて

理解する。 

⑥エネルギー変換に

ついての科学的な

原理・法則，技術の

仕組みとそれを支

える製品規格等の

役割について理解

し，説明できる。 

◇ワークシート 

◇ペーパーテスト 

 

10 

 

C(2) 

ア 

・生活の中の困り感から問題

を見いだし，解決策を構想す

る。 

 

 ⑦生活の中から，丈

夫な構造体に関

わる問題を見い

だして課題を設

定することがで

きる。 

⑧自分なりの新し

い考え方や捉え

方によって，解決

策を構想しよう

としている。 

 ◇ワークシート 

 

⑪自らの問題解決

とその過程を振

り返り，より良い

ものとなるよう

に他者と協働し

て改善・修正しよ

うとし，他者の新

しい考え方や捉

え方も知的財産

として尊重し，保

護・活用しようと

している。 

◇グループの観

察 

◇振り返りシー

ト 

11 

12 

13 

 

C(2) 

イ 

・身近な問題を解決する製品

モデルを構想・設計する。 

⑨設計に基づく合

理的な解決作業

を決定でき，試作

等を通じて解決

策を具体化する

力を身に付けて

いる。 

◇ワークシート 

 ◇製作物 

・身近な問題を解決する製品

モデルを「創作」する。 

 ⑩課題の解決結果

や過程を評価，改

善及び修正する

力を身に付けて

いる。 

 ◇ワークシート 

 ◇製作物 

14 

 

C(3) 

ア 

・製品モデルに利用されてい

る技術を振り返る。 

⑫これまでの学習

と，エネルギー変

換の技術が安心，

安全な社会の構築

に果たす役割や影

響を踏まえ，エネ

ルギー変換の技術

の概念を説明でき

る。 

◇ワークシート 

◇提言レポート 

⑬より安心・安全な

社会の構築を目

指して，エネルギ

ー変換の技術を

評価し，適切な管

理・運用の仕方

や，改良の方向性

について提言で

きる。 

◇提言レポート 

⑭よりよい生活や

持続可能な社会

の実現に向けて，

エネルギー変換

の技術を工夫し

創造していこう

としている。 

◇提言レポート 
15 

 

C(3) 

イ 

・社会の困ったことを解決す

る製品の新しい技術につい

て考える。 

 

６ 本時の学習  

（１）本時の目標  

・安全，適切に製作，実装することができ，製作品の動作点検及び，調整等ができる技能を身

に付けることができる。【知識及び技能】 

・進んでエネルギー変換の技術と関わり，主体的に理解し，技能を身に付けようとしている。

【学びに向かう力，人間性等】 

 



（２）展開 

学習活動と予想される子どもの反応 指導上の留意点（・）と支援（◎） 

１ 前時までの学習を振り返り，本時の学習内容

を確認する。          （３分） 

 

 

 

◎これまで学習してきた動力伝達のしかけにつ

いて，簡単に確認する。 

・前時にまとめた，「早く巻き上げるための糸

巻きマシン」をもとに，改作して製品モデル

をまとめることを確認する。 

 

２ 設定された課題を解決するために必要な機能

を各自で確認し，設計を構想する。（２分） 

・どのような動力伝達のしかけを使うとよい

か，見当を立てさせる。 

◎課題解決のために役立ちそうな既存のエネル

ギー変換テクノロジーを確認するよう声をか

ける。 

３ 班で，課題の解決策として，設計をまとめ

る。（５分） 

・課題解決のために必要な機能を押さえさせる

ことから始めさせる。 

◎目的を明らかにするために，誰のどのような

課題を解決するのか，条件を確認するように

伝える。 

◎より使いやすくするため，必要な機能を確認

するように促す。 

４ まとめた設計に基づいて，試作し，動作を確

認する。 

（１０分） 

・設計が概ねまとまった班から，ブロック教材

を組み立てさせ，試作させる。 

◎意見交換をしながらブロック教材を組み立て

ることができるように課題の整理を助ける。 

・動作するようになったら各自で試作品を撮影

させる。 

５ 動作確認して気付いた課題を改良するため

に，設計の修正と試作品の改良を繰り返し，製

品モデルにまとめる。（２０分） 

・試作品を操作し，目的や条件を満たしている

か確認させ，必要な修正点を見つけさせる。 

◎必要な条件を満たしているか確認するように

助言する。 

◎必要に応じて，既存の動力伝達のしかけを操

作・確認するように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重いものを効率よく巻き上げるために，どのような糸巻きマシンが考えられるだろうか 

 

進んでエネルギー変換の技術と関わり，主体

的に理解し，技能を身に付けようとしている。

【評価方法：振り返りシート】 

評価の観点（主体的に学習に取り組む態度） 

 

安全，適切に製作，実装することができ，製作

品の動作点検及び，調整等ができる技能を身

に付けている。 

【評価方法：観察】 

評価の観点（知識・技能） 



６ 製品モデルを撮影してGoogleスライドに貼り

付け，設計の工夫についてまとめる。      

     （５分） 

・製品モデルがまとまったら，改めて撮影さ

せ，設計の工夫について，簡単な説明を書き

加えさせる。 

◎個人で説明を書き加えることが難しい場合，

意見交換をしながら，説明をまとめるよう助

言する。 

７ 本時の学習を振り返る。    （５分） ・本時の活動から学んだことや気付き，疑問や

次時の課題などをまとめるよう伝える。 

 

（３）評価 

【知識・技能】 

十分満足できると判断される生徒の具体例 おおむね満足できると判断される生徒の具体例 支援を必要とする生徒への手立て 

・重いものを持ち上げるための

構成を理解したうえで，効率

の良さや確実な動作等に着眼

し，安全，適切に製作，実装

することができ，製作品の動

作点検及び，調整・改良等を

行うことができる。 

・重いものを持ち上げるための

構成を理解したうえで，安

全，適切に製作，実装するこ

とができ，製作品の動作点検

及び，調整等を行うことがで

きる。 

・改題解決に向けて既習事項と

うまく結びついていないの

で，速さとトルクの関係につ

いて再確認するとともに，今

回の課題に合った組み合わせ

に気づくよう助言する。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

十分満足できると判断される生徒の具体例 おおむね満足できると判断される生徒の具体例 支援を必要とする生徒への手立て 

・粘り強く学習に取り組む中

で，進んでエネルギー変換の

技術と関わり，主体的に理解

し，技能を身に付けようとし

ている。 

・進んでエネルギー変換の技術

と関わり，主体的に理解し，

技能を身に付けようとしてい

る。 

・粘り強く学習に取り組もうと

する様子がうかがえないた

め，他の生徒の記述などを参

考に，自分の取り組みに生か

せそうなことを見つけさせ，

意欲を高める。 

 

 

 

 

 

 

 



生活の問題をエネルギー変換の技術で解決しよう 

効率よく回転させるには，しくみをどのように工夫できるだろうか２ 
 

  年  組  番 氏名                 

 

いろいろな動力伝達のためのしくみをみてきました。それらを必要に応じて組み合わせ，きち

んと動く○○マシンを TECH 未来で組み立てましょう。 

 

（活動１）前回改良したマシンをもとに，より効率よく重いものを引き上げることができるマシ

ンを自分で考え，その構成とギヤ比を，図と式（数字）であらわしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動２）より効率よく重いものを引き上げることができるマシンを班で検討し，その構成とギ

ヤ比を，図と式（数字）であらわしましましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動３）活動２の考えに沿って，マシンを改良しよう。 

 

（活動４）組み立てたマシンの動作を確認し，必要な修正点を見つけて更に改良しよう。 

 

（活動５）マシンを撮影し，Google スライドに貼り付け，提出しよう。 

また，改良のポイント（設計の工夫）について，簡単な説明を加えよう。 



 

 

 

【振り返りカード】       年  組  番 氏名              
 

■今日の設計・製作を振り返って，自己評価しよう。 

 
チェック項目 

あなたの評価 

◎・〇・△ そう思った理由 

問

題

解

決

を

振

り

返

っ

て 

最後まであきらめずに，ねばり強く学習に

取り組むことができましたか？ 

  

表した図と式（数字）を見ながら，できる

だけ設計通りに作ろうと考えて作業できま

したか？設計通りにならなかったところは

上手に修正できましたか？ 

 

思い通りにならなかったとき，その原因を

見つけたり，別のやり方を考えたりしなが

ら学習に取り組むことができましたか？ 

 

次

の

問

題

解

決

に

向

け

て 

あなたがこれから，生活や社会の問題を解決しようとしたとき，今回の学習（経験）を活

かして，どのようなことを頑張りたいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 


